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『課題解決アイデア』を未来へ
「
記
念
イ
ヤ
ー
だ
か
ら
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
」

と
い
う
の
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
迎
え
る

年
に
新
し
い
取
り
組
み
を
し
よ
う
と
い
う
の
は

斬
新
！
と
思
っ
た
の
が
最
初
の
印
象
だ
っ
た

『
課
題
解
決
ア
イ
デ
ア
募
集
〜
阪
神
・
淡
路

大
震
災
30
年
〜
』
。

　

こ
れ
か
ら
の
災
害
対
応
に
向
け
て
、
災
害

リ
ス
ク
に
常
に
晒
さ
れ
て
い
る
我
々
の
社
会
に

お
い
て
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
め
る
よ
う
、

過
去
の
教
訓
を
も
と
に
可
能
性
を
も
つ

ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
提
言
し
て
い
こ
う
と
い
う

趣
旨
か
ら
募
集
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
.
.
.
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

5
つ
の
部
門
賞
に
輝
い
た
原
石
が
（
す
で
に

輝
き
を
放
っ
て
い
る
も
の
も
）
あ
り
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
に
留
ま
ら
な
い
よ
う
、
少
し
で
も

実
装
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
ア
イ
デ
ア
を
改
善

す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
2
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
40
名
を
超
え
る
参
加
者
が

お
越
し
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
に

耳
を
傾
け
、
関
心
を
も
っ
た
ア
イ
デ
ア

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、
心
に
響
い
た
こ
と
、

活
用
方
法
な
ど
と
賑
や
か
な
議
論
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

ア
イ
デ
ア
も
活
用
し
て
な
ん
ぼ
の
も
ん
！

で
す
の
で
、
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
、

実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部

社
会
起
業
学
科
教
授



神‌戸まつり
COMING
KOBE25に‌
出展‌

人材活用部門　（敬称略）

一般社団法人アスミー ／ まち ご と み ん な で 公 務プ ロ ジ ェ クト

尾形 紗希 ／ 企業ボランティアプログラムおよびプラットフォーム構築に向けた提⾔

特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所 ／ シルバー建築応援隊

阪神・淡路大震災30年
課題解決アイデアを考える

6月‌6月‌

神戸まつりが5月18日に開催され、花時計広場で行われる減災ヴィレッジ
「COMING KOBE25」に出展し珠洲市の輪島塗漆器を販売しました。‌

材活用アイデアを考える ／ 3月18日 こうべまちづくり会館‌人‌人‌

　 年度末平日の慌ただしい時期でしたが、アドバイザーやスタッフも含め40名の方に‌
ご参加いただきました。最初に理事の室崎さんからボランティアの在り方について
メッセージをいただき、続いて人材活用に関する3提案を各提案者からプレゼンテーション。‌

昨年度公募した提案・提言での入賞6提案と特別賞とを多様な人たちに‌
ブラッシュアップしていただくことを目的にワークショップを開催しました。‌

 ‌そのあと参加者にそれぞれの提案ごとの分科会に分かれて議論いただきました。‌
最後に全体会で共有し、アドバイザーからの講評後クロストークをして閉会となり‌
ました。アンケートでも2時間半があっという間だったなどのお声をいただくことが
できました。‌

エンパワメント部門ならびに特別賞（敬称略）

下町レトロに首っ丈の会 ／ ものづくりの技能を介した交流の場の形成  

五十嵐香里 ／ セルフケアによるよい変化を互いに見届け合う進化系自助会の開催

森松明希子 ／ 災害あるある五七五

【特別賞】京橋健一郎 ／ 行政×民間×ボランティア×ＮＰＯ法人×ＩＴによる防災

課題解決アイデアを考える ／ 6月18日 中央区文化センター‌課‌課‌

　暑い中、アドバイザーやスタッフも含め54名の方がお集まりくださり、取材の方も
来てくださいました。最初に阪神高齢者・障がい者支援センターの宇都幸子さんに、
当基金前理事長でもある黒田さんが被災後実践した地域包括ケアとしての活動について
お話しいただきました。‌

　続いて3月と同じように提案者のプレゼン、提案ごとの分科会のあと、全体で
共有と講評という流れで実施しました。最後に室崎さんの「30年前は足湯という
新しい活動を生み出したが、30年たってアイデアが出てきている。市民活動の
転換点にある今、引き続き検討していきたい」との言葉で締められました。‌



村
井
雅
清
副
理
事
長
が
退
任
さ
れ
、
戎
正
晴
理
事

長
が
副
理
事
長
兼
務
と
な
り
ま
し
た
。

【経常収益】                  5,211,000
  受取会費          500,000　　　　　   
  受取寄附金   2,050,000
  受取助成金   1,350,000
  事業収益      1,260,000
  その他収益        51,000
【経常費用】                  6,739,877
  事業費
    人件費　　 2,326,000
    その他経費 3,663,877
  管理費
    人件費           652,000
    その他経費　228,419
  経常収支差額            △1,659,296

【経常収益】　　　　　    4,492,415
 受取会費　　   419,000
 受取寄附金　 1,274,864
 受取助成金　   530,250
 事業収益　　2,208,100
 その他収益　     60,201
【経常費用】　　　　　    5,069,308
 事業費　　　　
   人件費　　 2,321,351
   その他経費  1,941,738
 管理費　　　
   人件費　　　 580,336
   その他経費　 225,883
当期経常増減額　　      △576,893 
【経常外収益】　　　　    　　 2260
当期正味財産増減額　　△574,633
前期繰越正味財産　　  17,265,771
次期繰越正味財産額　  16,691,138

2
0
2
4
年
度
収
支
決
算
概
要

2
0
2
5
年
度
収
支
予
算
概
要

役
員
一
部
交
代
に
つ
い
て

2025年度定期総会
　6月3日17時半より定期総会を実施し、以下の議題について審議を行い、

承認されましたのでご報告いたします。

　
　
　
　
　

1 

助
成
事
業

24
年
度
分
の
顕
彰
事
業
が
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い

の
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
の
2
回
目
と

冊
子
化
を
行
い
ま
す
。
25
年
度
は
通
常
助
成

事
業
を
一
般
枠
だ
け
行
い
、
特
定
枠
は
昨
年
度

事
業
を
縮
小
し
た
顕
彰
事
業
を
行
い
ま
す
。

2
0
2
5
度
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
（
抜
粋
）

　
　
　
　
　

2 

寄
付
・
募
金
活
動

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
や
物
寄
付
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

白
鶴
酒
造
㈱
よ
り
ご
寄
付
を
頂
き
、
白
鶴
助
成
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

3 

そ
の
他
中
間
支
援
事
業

神
戸
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

「
ぼ
ら
く
る
」
活
用
促
進
事
業
を
、
継
続
実
施

し
ま
す
。

輪
島
塗
り
漆
器
洗
浄
・
販
売
を
継
続
し
、
５
月
に
は

神
戸
ま
つ
り
、
７
月
に
は
み
な
と
ま
つ
り
で
販
売

し
ま
す
。

神
戸
デ
ザ
イ
ン
･
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

受
託
事
業
と
し
て
、
K
I
I
T
O
：
3
0
0
の
講
座

事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
3 

そ
の
他
中
間
支
援
事
業

神
戸
市
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
、
神
戸
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「
ぼ
ら
く
る
」
の
活
用
促
進
、

並
び
に
神
戸
市
能
登
半
島
被
災
地
支
援
助
成
事
業

報
告
会
・
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

K
I
I
T
O
：
3
0
0
の
運
営
協
力
と
し
て
相
談

事
業
や
講
座
事
業
に
関
わ
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ
す
ず
と
連
携
し

K
I
I
T
O
：
3
0
0
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、

被
災
ご
家
庭
の
輪
島
塗
り
漆
器
を
洗
浄
・
販
売
し
、

売
上
は
経
費
を
除
き
珠
洲
市
町
内
会
に
寄
付

し
ま
し
た
。

1 

助
成
事
業

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
を
契
機
と
し
て
、
通
常
の

助
成
事
業
を
休
止
し
、
分
野
を
問
わ
ず
復
興
に
資
す
る

ソ
フ
ト
的
対
策
と
な
る
提
案
・
提
言
公
募
を

実
施
し
、
6
提
案
の
入
賞
と
特
別
賞
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
提
案
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
の

1
回
目
を
実
施
し
ま
し
た
。
黒
田
裕
子
賞
は
長
年

震
災
語
り
部
を
さ
れ
て
い
る
4
名
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告(

抜
粋
）

2 

寄
附
・
募
金
活
動

寄
付
・
募
金
で
は
、
百
27
万
4
千
8
百
64
円
を
託
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
べ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
2
0
2
5
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
Y
a
h
o
o
！
ネ
ッ
ト
募
金
」
で
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

㈲
神
戸
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
と
連
携
し
古
着

チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

池
見
宏
子
さ
ん
か
ら
﹁
神
戸
の
な
お
ち
ゃ
ん
﹂
を

献
本
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
、
5
百
万
円
を
上
限

に
基
本
財
産
か
ら
運
用
財
産
に
繰
り
入
れ
る
こ
と

を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
専
任
に
つ
い
て

基
本
財
産
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て



お申し込みは電話・ファクス・メールなどで
ご連絡いただくか、HPをご参照ください。

会
員
数
と
ご
寄
付
の
ご
報
告
（
2
0
2
5
年
6
月
末
）

　

正
会
員　
　

個
人
23
名　

3
団
体　

賛
助
会
員　

個
人
37
名　

７
団
体

　

寄
付
・
募
金
合
計
金
額　

22
万
5
千
1
百
62
円

寄
付
者
・
募
金
一
覧
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

飛
田
雄
一
、
中
島
秀
男
、
橋
口
文
博
、
山
田
剛
司
、

㈲
神
戸
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ヤ
フ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
、

　

芦
屋
西
ノ
宮
市
民
法
律
事
務
所
、
兵
遊
協
福
祉
基
金

　

ま
ち
の
本
屋
上
映
実
行
委
員
会
募
金
箱

　

ボ
ッ
ク
サ
ン
募
金
箱

　
　
　
　
　
（
2
0
2
5
年
3
月
〜
2
0
2
5
年
6
月
）

※
皆
様
方
か
ら
の
貴
重
な
ご
厚
志
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※

ご
寄
付
、
会
費
納
入
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
も

ご
利
用
頂
け
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

当
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
」
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
！

編集 / 大竹 修

2
0
2
4
年
度
の
顕
彰
事
業
は

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
の
助
成
・
顕
彰
事
業
へ
の

ご
応
募
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

熱
中
症
に
気
を
つ
け
、
素
敵
な
夏
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
お
）

し
み
ん
基
金
・
こ
う
べ　

専
務
理
事

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
口　

仁
三
郎

暑
過
ぎ
る
毎
日
が
続
い
て
い
る
。
酷
暑
で
あ
ろ
う
と

時
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い
。
目
の
前
に
横
た
わ
る

問
題
、
課
題
を
解
決
す
べ
く
市
民
活
動
に
汗
を

流
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
。

本
年
6
月
に
開
催
さ
れ
た
当
基
金
の
総
会
に
お
い
て
、

当
基
金
の
設
立
に
携
わ
り
、
26
年
の
間
、
理
事
を

お
勤
め
頂
い
た
村
井
副
理
事
長
が
退
任
さ
れ
た
。

１
９
９
５
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直
後
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
身
を
投
じ
、
日
本
国
内
だ
け

で
は
な
く
、
海
外
で
起
こ
っ
た
災
害
の
復
旧
・
復
興

現
場
で
も
活
動
し
続
け
ら
れ
て
い
る
。
当
基
金
設
立
も
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
黒
田
裕
子
前
理
事
長
と

共
に
構
想
を
練
ら
れ
、
行
政
や
経
済
界
に
働
き
か
け
を

行
い
、
設
立
に
至
っ
た
も
の
と
記
憶
し
て
い
る
。

前
号
の
コ
ラ
ム
で
も
紹
介
し
た
通
り
、
故
黒
田
裕
子

前
理
事
長
の
言
葉
「
最
後
の
一
人
ま
で
も
見
捨
て

な
い
」
は
、
設
立
の
動
機
で
あ
り
、
「
草
の
根
の
活
動
を

支
援
す
る
」
は
、
当
基
金
の
活
動
の
揺
る
ぎ
の
な
い

信
念
と
も
云
え
る
だ
ろ
う
。
社
会
は
刻
々
と
変
化

し
て
い
く
。
社
会
の
変
化
と
共
に
市
民
活
動
の
形
も

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
必
然
だ
と
考
え
る
。
活
動
の

形
は
変
わ
っ
て
も
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
、
そ
れ
は
、

活
動
に
対
す
る
信
念
だ
と
思
う
。
信
念
が
揺
ら
げ
ば
、

形
も
揺
ら
ぎ
、
や
が
て
跡
形
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

震
災
か
ら
30
年
間
、
信
念
を
貫
き
通
し
、
こ
れ
か
ら

新
た
な
活
動
に
身
を
投
じ
ら
れ
る
村
井
前
副
理
事
長
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し

上
げ
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

30

言

0300
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言

年年年
30
年年年年
33
年
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と
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